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Utilizing Social Surveys in Anti-Crime Measures: Comparison between The National 
Uniform Subjective Security Survey and Existing Crime Surveys 

The National Uniform Subjective Security Survey is administered by prefectural police 
headquarters to plan and evaluate their crime-reduction activities by measuring 
citizen's perceptions of crime. In this study, the chi-square test showed that the survey 
underrepresents women and older people compared to national census and that, 
controlling for such demographics, survey respondents report more crime victimization 
than is reported in an existing national-wide crime survey in which quota-sampled 
respondents complete questionnaires in their homes. The study also found that the 
survey can be utilized to examine citizens’ worries about crime and problem-solving 
policing, after calibrating such sampling and measuring systematic differences. 
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欺や，女性に対する犯罪被害についての意

識や行動を取り扱う際には，男女別・年齢

層別に層別して分析を行う，サンプル数を

調整するなどの重みづけを行うことが必要

である。

．回答者の社会経済変数

犯罪被害や犯罪不安には，回答者の性・

年齢層のみならず，居住年数，同居家族数，

住んでいる住宅の種類，住宅所有などさま

ざまな社会経済変数が関係する。このため，

両調査の社会経済変数についても比較を行

った。警察庁調査について，都道府県の人

口の逆数で重みをかけたもの，都道府県の

性・年齢層別の人口の逆数で重みをかけた

もの，重みなしの 種類を用いた。

その結果，単身居住者の割合は，社安研

調査 ）が，警察庁調査（重みなし

県重み ，県・性別人口別重み

）よりも ポイントほど高かった（図

）。これは社安研調査が，単身世帯をオー

バーサンプリングしていることが原因だと

思われる。

戸建て居住は警察庁調査の重みづけによ

って大きな差異が見られた。人口規模が大

きなほど都道府県ほど都市化が進んでいる

ため，人口で補正をかけた場合に，戸建て

に住む回答者率が低くなると考えられる。

持ち家率も補正のかけ方による差異が大き

くみられたが，子どもの同居人数は調査間

でほとんど差異は見られなかった。

．犯罪被害

代表的な つの犯罪類型（侵入盗，自動

車・オートバイ盗，自転車盗，特殊詐欺等，

性的犯罪）について，過去１年の世帯犯罪

被害を前項と同様の方法で比較した（図 ）。

つの調査は，犯罪被害の参照期間（

年）や対象（回答者および家族）は同一で

ある。しかし，警察庁調査は，都道府県の

人口比や性・年齢層の人口比率を調整した

後も，社安研調査に比べて，被害率が ～

倍程度高いことが明らかになった。

この原因として，サンプリング方法や実

査方法が考えられる。先述のとおり，社安

研調査は現地訪問での割り当て調査である

ため，被害に遭遇しやすい活動的ライフス

タイルの回答者が抜け落ち，被害率を過小

評価した可能性がある。一方，警察庁調査

は，警察が実施主体になっているため，回

答者が，警察に対する要望として参照期間

以前の被害を申告し，被害率を過大評価す

る可能性がある（類似の概念に，公的機関

が実施主体の社会調査では，大学等が実施

主体の社会調査に比べて，市民がより施策

に賛意を示す温情バイアス（栗山 ）が

知られている）。このように， つの調査方

法の相違が，直近の犯罪被害経験に逆方向

の影響を与えた可能性がある。

．犯罪不安

前項と同じ つの犯罪類型について，犯

罪不安の程度を比較した。ともに 件法で

あるが，参照する被害者が，警察庁調査は

本人のみ，社安研は本人と同居家族で異な

っている。また，選択肢のワーディングも，

警察庁調査は「不安を感じる～感じない」，

社安研調査は「不安はない～非常に不安」

と異なるため，厳密な比較は妥当ではない。

このため，罪種間の相対順位をみると，社

安研調査では侵入盗の犯罪不安が他の 類

型に比べて高いのに対し，警察庁調査では

重みづけの方法によらず，自転車盗の犯罪

不安が最も高かった。しかし，その差異は

前項の犯罪被害ほど大きくはなかった。
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